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作業を開始する前に 

コンピューターと接続デバイスの電源を切る 

A 注意：データの損失を防ぐため.開いているすべてのファイルを保存して 
から閉じ.実行中のすべてのプログラムを終了してから.コンピューター 
の電源を切ります。 


1開いているファイルはすべて保存して閉じ、実行中のプログラムはす 
ベて終了します。 

2 スタート fl 、 シャットダウンの 順にクリックします。 

Microsoft Windows がシャットダウンされ、コンピューターの電源 
が切れます。 

0 メモ： 他のオペレーティングシステムを使用している場合は、該当す 
るシステムのマニュアルでシャットダウン方法を参照してください。 

3 コンピューター、および取り付けられているすべてのデパイスをコン 
セントから外します。 

4 モデムケープル、ネットワークケープル、および取り付けられている 
デパイスをすべてコンピューターから外します。 

5 コンピューターの電源プラグを抜いた状態で電源ポタンを5秒間ほ 
ど押し続け、システムポードの静電気を除去します。 


安全にお使いいただくための注意 

身体の安全を守り、コンピューターを損傷から保護するために、次の安 
全に関する注意に従ってください。 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイドの安全にお使いいただくための注意事項をお読みく 
ださい。安全にお使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関 
しては、規制順守ホー厶ページ dell . com / regulatory _ compliance をご覧く 
ださい。 

警告：コンピューターのカバーまたはパネルを開ける前に、すべての電源を 
外してください。コンピューター内部の作業が完了したら、電源を接続す 
る前にすベてのカバー、パネル、およびネジを取り付けてください。 
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A 注意：コンピューターの損傷を避けるため、平らで清潔な場所で作業を行 
うようにしてください。 

A 注意：コンピューターおよび力ードは、損傷を避けるために端を持つよう 
にしてください。ピンおよび接合部には触れないでください。 

A 注意：許可されたサービス技術者以外は、コンピューターカバーを外した 
リコンピューター内の部品に触れないでください。安全にお使いいただく 
ための注意を参照して、安全上の注意事項に関する詳細な情報を確認し、 
コンピューター内部の作業および静電気放出への対処を行ってください。 

A 注意：コンピューター内部の部品に触れる前に、コンピューター背面の金 
属部など塗装されていない金属面に触れて、身体の静電気を除去してくだ 
さい。作業中も、定期的に塗装されていない金属面に触れて.内蔵コンポー 
ネントを損傷するおそれのある静電気を逃がしてください。 

/\注意：ケープルを外すときは、コネクターまたはコネクターのプルタブを 
持ち、ケーブル自身を引っ張らないでください。一部のケーブルのコネク 
ター部には.ロックタブや蝶ネジが付いています。該当するケーブルを外 
す際には.これらを外す必要があります。ケーブルを外すときは、コネク 
夕ーピンを曲げないように、まっすぐ引き抜いてください。ケープルを接 
続するときは、コネクターとポートの向きを揃えて、まっすぐ差し込んで 
ください。 

A 注意：ネットワークケーブルを取り外すには.まずケーブルのプラグをコン 
ピューターから外し、次にケーブルをネットワークデバイスから外します。 


奨励する ツール 

このドキュメントで説明する操作には、以下のよ〇なツールが必要です。 
• 細めのマイブスドライパー 
• プラスドライバー 
• プラスチックスクライブ 

• フラッシュ BIOS アップデートプ□グラム （ support . delLcom から入 
手可能） 
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コンピューター内部の作業を終 
えた後に 

交換の手順が完了したら、次の作業を忘れずに行って<ださい。 

• すべてのネジを取り付けて、コンピューター内部にネジが残っていな 
いことを確認します。 

• 外付けデバイス、ケーブル、カードなど、作業前にコンピューターか 
ら取り外したノ《ーツをすベて接続していることを確認します 

• コンピューターおよび取り付けられているすべてのデパイスをコン 
セントに接続します。 

A 注意：コンピューターの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コン 
ピューター 内部にネジが残っていないことを確認してください。ネジが 
残っていると、コンピューターが損傷する恐れがあリます。 

• コンピューターの電源を入れます。 
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コンピューター内部の作業を終えた後に 



技術概要 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホームページ dell.com/regulatory compliance をご覧ください。 
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コンピューター内部 



ハードドライプ 2 
ドライブケージ 4 
フアンエアフローカパー 6 
プロセッサーフアンおよ;びヒー8 
トシンクアセンブリ 


前面べゼル 

オプティカルドライブ 
PCI-Express x 16 力ード 
電源ユニット 
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システム基板のコンポーネント 
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1 電源ボタンコネクター （LEDH1) 

3 SATA コネクター (SATA 1) 


5 PG-Express x16 力ードス□ット 
(SLOT2) 

7 PCI-Express xl 力ードス□ット 
(SLOT1) 

9 メモリモジュールコネクター 
(DIMM1) 

11メモリモジュールコネクター 
(DIMM2) 

13 プ□セッサーフアンコネクター 

(FNCPU1) 

15 前面パネル USB コネクター 

(USBF1) 

17 SATA コネクター (SATA 0) 


2 バッテリーソケット （BT1) 

4 パスワードリセットジャンパー 

(PWDCL1) 

6 ミニカードス□ット （IVHNI1) 

8 前面パネルオーディオコネク 
夕一 ( AUDF1) 

10 プロセッサーソケット 

12電源 コネクター (ATX1) 

14 メイン電源コネクター （ATX2) 

16前面パネル USB コネクター 
(USBF2) 

18 CMOS リセットジャンパー 
(CMOS1) 
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コンピューターカバー 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホー厶ページ dell.com/regulatory_compliance をご覧ください。 

A 注意：コンピューターカバーを取 1 j 除いたコンピューターでの作業ができ 
るように.広さ30 cm (1ft.) 以上の十分なスペースが作業台上にあるこ 
とを確認してください。 


コンピューターカバーの 取リ外し 

メモ： 必要に) S じて、パド□ックリングからパドロックを取り外します。 
1コンピューターカパーを上向きにして、コンピューターを横に倒します。 
2ドライパーを使用して、コンピューターカパーをシャーシに固定して 
いるネジを外します。 

3 スライドさせながら、コンピューターの前面からコンピューターカ 
バ'一を外します。 

4 コンピューターカパーを取り外して、安全な場所に置いておきます。 
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1 コンピューターカパー 2 ネジ （2) 

コンピ ューターカバーの 取リ付け 

1ケーブルをすべて接続し、邪魔にならないよ〇にまとめておきます。 

2コンピューターの内部に工具や余った部品が残っていないか確認し 
ます。 


3コンピューターカパー下部のタブを、コンピューターの縁にあるス 
□ットに合わせます。 

4コンピューターカバーを押さえ、コンピューターの前面に向かってス 
ライドさせます。 

5コンピューターカパーをシャーシに固定するネジを取り付けます。 

6コンピューターを縦向きに置きます。 

711ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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フアンエアフローカバー 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

フアンエア フロー カバーの取 y 外し 

事前作業 

1コンピューターカパーを取り外します。 17 ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

手順 

1フアンエアフローカパーを押さえて、持ち上げながら、フアンエアフ 
□一カパーをプロセッサーフアンとヒートシンクアセンブリに固定 
しているタブを解除します。 
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1 プロセッサーフアンおよびヒートシ 2 フアンエアフ□一カパー 

ンクアセンブリ 


2フアンエアフローカパーを取り外して、安全な場所に置いておきます。 


フアンエア フロー カバーの 取り付け 

手順 

1フアンエアフローカパーをプロセッサーフアンとヒートシンクアセ 
ンプリの上に設置します。 

2フアンエアフローカパーのタブがカチッと所定の位置に収まるまで、 
ゆっくりとフアンエアフローカパーを押さえます。 

作業を終えた後に 

1コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

211ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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メモリモジュール 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

メモリモジュールの取 y 外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 
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手順 

A 警告：通常の操作でも、メモリモジュールは非常に高温になる可能性があ 
ります。十分温度が下がるのを待って、メモリモジュールに触ってください。 

1システム基板上のメモリモジュールの位置を確認します。15ページ 
の「システム基板のコンポーネント」を参照してください。 

2 メモリモジュールコネクターの両端にある固定クリップを押し開き 
ます。 


3 メモリモジュールをつかんで、引き上げます。 

メモリモジュールが取り外しにくい場合は、メモリモジュールを前後 
にゆっくり動かして緩め、コネクターから取り外します。 



1メモリモジュールコネクター 2 メモリモジュール 
3固定クリップ （2) 
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メモリモジュール 


メモリモジュールの取リ付け 

A 注意：メモリモジュールが正しく取り付けられていないと.コンピュー 
ターが起動しなくなる場合があリます。 

/\注意：メモリのアップグレード中にコンピューターから元のメモリモ 
ジュールを取 y 外した場合、新しく装着するモジュールをデルからお買い 
上げになったとしても、元のメモリモジュールと新しいメモリモジュール 
は個別に保管してください。できるだけ、新しいメモリモジュールと元の 
メモリモジュールをペアにしないでください。ペアにすると、コンピュー 
ターが正しく起動しないことがあリます。 


手順 

1メモリモジュールコネクターの両端にある固定クリップを押し開き 
ます。 


2 メモリモジュール下部の切り込みを、メモリモジュールコネクターの 
タブに合わせます。 



1切り欠き （2) 

2 メモリモジュールコネクター 

3タブ 

4切り込み 

5 メモリモジュール 
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A 注意：メモリモジュールの損傷を防ぐため.メモリモジュールの両端に均 
等に力を入れて、コネクターにまっすぐ差し込むようにしてください。 

3 メモリモジュールを、カチッと所定の位置に収まるまでコネクターに 
しっかりと押し込みます。 

メモリモジュールが適切に挿入されると、固定クリップはメモリモ 
ジュール両端の切り欠きにカチッと収まります。 
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作業を終えた後に 

1フアンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「フアンエア 
フ□一カパーの取り付け」を参照してください。 

2 コンピューターカパーを取り付けます。 18 ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

311 ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 

4 コンピューターとデパイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

メモリ容量が変更されたことを示すメッセージが表示されたら、 
< F 1> を押して続行します。 

コンピューターにログオンします。メモリが正し<取り付けられて 
いることを確認するために、 スタート—コントロールパネル—シ 
ス テムをクリックします。表示されているメモリ （ RAM ) の容量を 
確認します。 
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PCI-Express カード 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

PCI-Express カードの取リ外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 
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手順 

1必要に麻じて、カードに接続されているケーブルをすべて外します。 
2カードをシャーシに固定しているネジを取り外します。 

PCI-Express xl カー ドー カー ドの上端の角をつかんで、コネクター 
からゆっくり引き抜きます。 

PCI-Expressxl6 カー ドーカードクリップタブを押し、カード上部 

の両端をつかんでから、コネクターから引き抜きます。 



1 力ードクリップタブ 2 PG - Expressx 16 力ード 

3 PCI-Express x 16 力ードコネクター 4 ネジ 


3 カードを取り外したままにする場合、空のカードス□ット開□部に 
フイラーブラケットを取り付けます。 

メモ：コンピューターの FCC 認証を満たすため、フイラープラケットを空 
のカードス□ット開□部に取り付ける必要があります。また、フイラープラ 
ケットを装着すると、コンピューターをほこりやゴミから保護できます。 
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PCI-Express 力ードの取リ付け 

手順 


1カードを取り付ける準備をします。 

カードの設定、内部の接続、またはお使いのコンピューターに合わせ 
たカードのカスタマイズについては、カードに付属しているマニユア 
ルを参照してください。 


2 PCI - Express 力ードを取り付けます： 


PCI-Express xl カードー PCI - Express カードをシステム基板のコネ 
クターに設置し、しっかり押し込みます。 PCI - Express カードがコネ 
クターに完全に装着されているか確認します。 

PCI-Express xl6 カードー カードクリップタブを押して、システム 
基板のコネクターに PCI - Express カードを設置し、しっかりと押し込 
みます。 PCI - Express カードがコネクターに完全に装着されているか 
確認します。 

3必要なケーブルをカードに接続します。 

ケーブルの接続については、カードの付属マニュアルを参照してく 
ださい。 

A 注意：力ードケーブルは、力ードの上や後ろを通して配線しないでくださ 
い。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピューターカバーが 
正しく閉まらなくなったり、装置に損傷を与える恐れがあります。 

作業を終えた後に 

1ファンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り付け」を参照してください。 

2コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

311ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従っ 
てください。 

4インストールを完了するには、30ページの 「 PCI - Express カードを取 
り外した後、または取り付けた後のコンピューターの設定」を参照し 
てください。 
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PCI - Express カードを取リ外した後、または 
取リ付けた後のコンピューターの設定 

メモ： 外部コネクターの位置については、クイックスタートガイドを参照 
してください。お使いのカードのドライパーおよびソフトウェアのインス 
I'ールに関する情報は、カードに同梱の説明書を参照してください。 


サウンドカ 
-ド 


ネットワー 
クカード 


取り付ける場合 

1セッ ト アップ ユー ティリ 
ティを起動します。79ペー 
ジの「セットアップ ユー 
ティリティ」を参照してく 
ださい。 

2 Onboard Audio Controller 

(オンボードオーディオコ 
ント□ーラー）に移動し、 

設定を Disabled (無効）に 
変更します。 

3外付けオーディオデバイ 
スをサウンドカードのコ 
ネクターに接続します。 

1セットアップユーティリ 
ティを起動します。79ペー 
ジの「セットアップユー 
ティリティ」を参照してく 
ださい。 

2 Onboard LAN Controller (才 

ンボード LAN コント□一 
ラー）に移動し、設定を 

Disabled (無効)に変更し 
ます。 

3ネットワークケープルを 
ネットワークカードのコネ 
クターに接続します。 


取リ外す場合 

1セッ ト アップユー ティリ 
ティを起動します。79 ページ 
の「セッ ト アップユー ティリ 
ティ」を参照してください。 

2 Onboard Audio Controller (才 

ンボードオーディオコント 
□ーフー）に移動し、設定 
を Enabled (有効）に変更し 
ます。 

3外付けオーディオデバイスを 
コンピューターの背面パネル 
コネクターに接続します。 


1セッ ト アップユー ティリ 
ティを起動します。79 ページ 
の「セッ ト アップユー ティリ 
ティ」を参照してください。 

2 Onboard LAN Controller (オン 

ボード LAN コント□ーラー） 
に移動し、設定を Enabled 
(有効）に変更します。 

3ネットワークケーブルを内 
蔵ネットワークコネクター 
に接続します。 
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ミニカ ー ド 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

A 注意：ミニカードをコンピューターに取リ付けない場合は、保護用静電気 
防止パッケージに保管してください。お使いのコンピューターに付属して 
いる安全にお使いいただくための注意事項にある、「静電気障害への対応」を 
参照してください。 

メモ：デルでは、デル製以外のミニカードに対する互換性の保証または 
サボートの提供は行っておりません。 

コンピューターとワイヤレスミニカードを同時に注文された場合、カー 
ドは既に取り付けられた状態となっています。 

コンピューターはワイヤレス LAN ( WLAN ) 用のハーフサイズミニカー 
ドコネクターを1つサ ポー トしています。 


ミニカードの取り外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 
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手順 

1アンテナケーブルをミニカードから外します。 



1 


1 アンテナケープル （2) 2 5ニカード 

3 システム基板コネクター 

2ミニカードをシステム基板コネクターに固定しているネジを外します。 


ネジ 


1 


2 5二力ード 



システム基板コネクター 
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3 システム基板コネクターからミニカードを持ち上げて外します。 

A 注意：ミニカードをコンピューターに取リ付けない場合は、保護用静電気 
防止パッケージに保管してください。お使いのコンピューターに付属して 
いる安全にお使いいただくための注意事項にある.「静電気障害への対応」を 
参照してください。 

ミニカードの取リ付け 

A 注意：コネクターは正しく挿入できるよう設計されています。力を入れす 
ぎると、コネクターが損傷する場合があります。 

A 注意：ミニカードの損傷を避けるため、ミニカードの下にはケープルがな 
いことを確認してください。 


手順 

1 ミニカー ドの切り込みをシステム基板コネクターのタブの位置に合 
わせます。 

2ミニカードを45度の角度でシステム基板コネクターに差し込みます。 
3ミニカードのもろ一方の端をシステム基板のスロット内に押し下 
け、ミニカードをシステム基板コネクターに固定するネジを取り付 
けます。 

4インス! -- ルしたミニカードに、適切なアンテナケーブルを接続し 
ます。 ミニカー ドのラベルには2つの三角形（黒と白）が表示され 
ています。 

• 黒のケープルは黒の三角形のコネクターに接続します。 

• 白のケーブルは白の三角形のコネクターに接続します。 

作業を終えた後に 

1フアンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「フアンエア 
フ□一カパーの取り付け」を参照してください。 

2コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

311ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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前面べゼル 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホームページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

前面べゼルの取リ外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 
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手順 

1コンピューターを縦向きに置きます。 

2前面べゼルタブを一度に1つずつ、前面パネルから外側に動かして、 
順番に外します。 

3前面べゼルを回転させてコンピューターの前面から離し、前面べゼル 
クランプを前面パネルス□ットから外します。 


3 


4 


5 


1 前面べゼル 
3 前面べゼルス□ット （3) 

5 前面パネル 


2 前面べゼルクランプ （3) 

4 前面べゼルタブ （3) 


4前面べゼルを安全な場所に置いておきます。 
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前面べゼルの取リ付け 

手順 

1前面べゼルクランプの位置を合わせ、前面パネルス□ットに差し込み 
ます。 


2前面べゼルタブがカチッと所定の位置に収まるまで、コンピューター 
に向かって前面べゼルを回します。 

作業を終えた後に 

1コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

211ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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ドライブケージ 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

ドライブケージの取リ外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 

3 前面べゼルを取り外します。35ページの「前面べゼルの取り外し」を 
参照してください。 
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手順 

1電源ケーブルとデータケーブルをハードドライブのコネクターから 
外します。 

2電源ケープルとデータケープルをオプティカルドライプのコネク 
ターから外します。 

3ドライブケージをシャーシに固定しているネジを外します。 

4ドライブケージをシャーシから持ち上げて外します。 



1 ドライブケージ 

3 オプティカルドライブデータ 
ケープル 

5 ハード ドライブ データケープル 


2 オプティカルドライブ電源ケー 
プル 

4 ネジ (3) 

6 ハードドライブ電源ケープル 
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ドライブケージの取 y 付け 


手順 

1ゆっくりとドライブケージをシャーシにスライドさせます。 

2ドライブケージをシャーシに固定するネジを取り付けます。 

3電源ケープルとデータケープルをオプティカルドライプのコネク 
ターに接続します。 

4電源ケープルとデータケープルをハードドライプのコネクターに接 
続します。 

作業を終えた後に 

1前面べゼルを取り付けます。37ページの「前面べゼルの取り付け」を 
参照してください。 

2フアンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「フアンエア 
フローカバーの取り付け」を参照してください。 

3コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

411ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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オプティカルドライブ 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホームページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

オプティカルドライブの取 y 外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 

3 前面べゼルを取り外します。35ページの「前面べゼルの取り外し」を 
参照してください。 

4 ドライプケージを取り外します。39ページの「ドライブケージの取 
り外し」を参照してください。 
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手順 

1オプティカルドライブをドライブケージに固定しているネジを外し 
ます。 

2オプティカルドライプをスライドさせながら、ドライブケージから取 
り出します。 



1 オプティカルドライブ 2 ネジ （4) 

3 ドライプケージ 

3オプティカルドライブを安全な場所に置いておきます。 
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オプティカルドライブの取 y 付け 


手順 

1オプティカルドライプをドライブケージに差し込みます。 

2オプティカルドライプのネジ穴とドライブケージのネジ穴の位置を 
合わせます。 

3オプティカルドライプをドライブケージに固定するネジを取り付け 
ます。 


作業を終えた後に 

1ドライブケージを取り付けます。41ページの「ドライブケージの取 
り付け」を参照してください。 

2前面べゼルを取り付けます。37ページの「前面べゼルの取り付け」を 
参照してください。 

3フアンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「フアンエア 
フ□一カパーの取り付け」を参照してください。 

4コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

511ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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ハードドライブ 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

警告：ハードドライブが高温の状態でドライブをコンピューターから取リ 
外す場合、ハードドライブの金属製ハウジングには触れないでください。 

A 注意：データの損失を防ぐため.コンピュータの電源が入っている状態、 
またはスリープ状態のときにハードドライブを取り外さないでください。 

A 注意：ハードドライプは大変壊れやすい部品です。ハードドライプの取リ 
扱いには注意してください。 


ハードドライプの取 y 外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 

3 前面べゼルを取り外します。35ページの「前面べゼルの取り外し」を 
参照してください。 

4 ドライブケージを取り外します。39ページの「ドライブケージの取 
り外し」を参照してください。 
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手順 

1ハードドライブをドライブケージに固定しているネジを外します。 

2八ードドライプをスライドさせながら、ドライブケージから取り出し 
ます。 



1 ドライブケージ 2 ネジ （4) 

3 ハードドライプ 

3ハードドライプを安全な場所に置いておきます。 
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ハードドライブの取リ付け 


手順 


1ハードドライブをドライプケージに差し込みます。 


2ハードドライプのネジ穴とドライブケージのネジ穴の位置を合わせ 
ます。 


3ハードドライブをドライプケージに固定するネジを取り付けます。 

作業を終えた後に 

1ドライブケージを取り付けます。41ページの「ドライブケージの取 
り付け」を参照してください。 

2前面べゼルを取り付けます。37ページの「前面べゼルの取り付け」を 
参照してください。 

3フアンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「フアンエア 
フローカバーの取り付け」を参照してください。 

4コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

511ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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50 I ハードドライブ 





前面 I / O パネル 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの.安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9 ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ dell.com/regulatory_compliance をご覧ください。 

前面 i / o パネルの取 y 外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 

3前面べゼルを取り外します。35ページの「前面べゼルの取り外し」を 
参照してください。 

4ドライプケージを取り外します。39ページの「ドライブケージの取 
り外し」を参照してください。 

5必要に麻じて、 PCI-Express x16 カードを取り外します。27ページの 
rPCI-Express カードの取り外し」を参照してください。 


手順 

1前面 I/O パネルケープルをシステム基板コネクター （USBF1、USBF2、 
および AUDF1) から取り外します。15ページの「システム基板のコ 
ンポーネント」を参照してください。 

■ メモ： 前面 I/O パネルを取り付けた後で、これらのケープルを正しく 
元どおりに配線できるように、配線経路をすべてメモしておいてくだ 
さし、。 
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2 シャーシの配線ガイドから I / O パネルケーブルを取り外します。 

3前面 I / O パネルを前面パネルに固定しているネジを外します。 

4前面 I / O パネルを側面に向かってスライドさせ、前面パネルからクラ 
ンプを解除し、引き出しながらコンピューターから取り外します。 



1 前面 I / O パネル 2 ケープルの配線 

3 ネジ 4 前面パネル 

5 前面 I / O パネルクランプ （4) 6 配線ガイド 

7 前面 I / O パネルケープル （3) 
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前面 i / o パネルの取リ付け 


手順 

1 I / O パネルクランプを前面パネルのス□ットに差し込みます。 

2前面 I / O パネルを側面に向かってスライドさせます。前面 I / O パネル 
のネジ穴と前面パネルのネジ穴の位置を合わせます。 

3前面 I/O ノ\°ネルを前面/\°ネルに固定するネジを締めます。 

4シャーシの配線ガイドを通して I / O パネルケーブルを取り付けます。 

5前面 I / O パネルケープルをシステム基板コネクター （ USBF 1、 USBF 2、 
および AUDF 1) に接続します。15ページの「システム基板のコン 
ポーネント」を参照してください。 

作業を終えた後に 

1必要に麻じて、 PCI-Express x 16 カードを取り付けます。29ページの 
rPCI - Express カードの取り付け」を参照してください。 

2ドライプケージを取り付けます。41ページの「ドライブケージの取 
り付け」を参照してください。 

3前面べゼルを取り付けます。37ページの「前面べゼルの取り付け」を 
参照してください。 

4フアンエアフローカバーを取り付けます。20ページの「フアンエア 
フ□一カパーの取り付け」を参照してください。 

5コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

611ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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鼋源ボタンモジュール 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの.安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

電源ボタンモジュールの取リ外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 

3 前面べゼルを取り外します。35ページの「前面べゼルの取り外し」を 
参照してください。 

4 ドライプケージを取り外します。39ページの「ドライブケージの取 
り外し」を参照してください。 
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手順 

1システム基板コネクター （ LEDH 1) から電源ポタンモジュールケープ 
ルを外します。15ページの「システム基板のコンポーネント」を参照 
してください。 

2電源ポタンモジュールケープルをシャーシの配線ガイドから外します。 

3電源ポタンモジュールタブを押して、前面パネルから電源ポタンモ 
ジュールを外します。 

4電源ポタンモジュールとケープルをスライドさせて、前面パネルのス 
□ットから取り出します。 

5電源ポタンモジュールを安全な場所に保管しておきます。 



1 配線ガイド 2 電源ボタンモジュール 

3 電源ボタンモジュールケープル 4 タプ （2) 
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電源ボタンモジュールの取リ付け 

手順 

1電源ポタンモジュールケーブルを前面パネルのス□ットに差し込み 
ます。 


2電源ポタンモジュールタブを前面パネルのス□ットに合わせ、押し込 
みます。 

3電源ポタンモジュールケーブルをシャーシの配線ガイドに沿って配 
線します。 

4電源ポタンモジュールケープルをシステム基板コネクター （ LEDH 1) に 
接続します。15ページの「システム基板のコンポーネント」を参照し 
てください。 

作業を終えた後に 

1ドライブケージを取り付けます。41ページの「ドライブケージの取 
り付け」を参照してください。 

2前面べゼルを取り付けます。37ページの「前面べゼルの取り付け」を 
参照してください。 

3フアンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「フアンエア 
フ□一カパーの取り付け」を参照してください。 

4コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

511ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 


電源ボタンモジュール I 57 
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電源ュニット 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9 ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホームページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

電源 ユニッ トの取リ外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 


3ドライプケージを取り外します。39ページの「ドライブケージの取 
り外し」を参照してください。 

4 メモリモジュールを取り外します。21ページの「メモリモジュール 
の取り外し」を参照してください。電源ユニットを取り付けた後、元 
どおりに戻せるように、各 DIMM ス□ットから取り外したメモリモ 
ジュールを書き留めておきます。 

5必要に麻じて、ミニカードを取り外します。31ページの「ミニカー 
ドの取り外し」を参照してください。 

6必要に麻じて、 PCI - Express カードを取り外します。27ページの 「 PCI - 
Express カードの取り外し」を参照してください。 

7プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリを取り外します。 
63ページの「プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリの 
取り外し」を参照してください。 

8プロセッサーを取り外します。67ページの「プロセッサーの取り外 
し」を参照してください。 

9システム基板を取り外します。75ページの「システム基板の取り外 
し」を参照してください。 
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手順 

1電源ユニットをシャーシに固定しているネジを外します。 

2電源ユニットをスライドさせてシャーシから取り外します。 



1 ネジ⑷ 


電源:!ニット 
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電源 ュニッ トの取リ付け 

手順 

1電源ユニットをシャーシの背面に向かってスライドさせます。 

2電源ユニットのネジ穴をシャーシのネジ穴の位置を合わせます。 

3電源ユニットをシャーシに固定するネジを取り付けます。 

作業を終えた後に 

1システム基板を取り付けます。77ページの「システム基板の取り付 
け」を参照してください。 

2プロセッサーを取り付けます。68ページの「プロセッサーの取り付 
け」を参照してください。 

3プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリを取り付けます。 
65ページの「プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリの 
取り付け」を参照してください。 

4必要に麻じて、 PCI - Express カードを取り付けます。29ページの 「 PCI - 
Express カードの取り付け」を参照してください。 

5必要に麻じて、ミニカードを取り付けます。33ページの「ミニカー 
ドの取り付け」を参照してください。 

6 メモリモジュールを取り付けます。23ページの「メモリモジュール 
の取り付け」を参照してください。 

7ドライブケージを取り付けます。41ページの「ドライブケージの取 
り付け」を参照してください。 

8ファンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り付け」を参照してください。 

9コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

10 11ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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16 

プロセッサーフアンおよびヒー 
トシンクアセンブリ 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセ 

ンプリの取 y 外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2フアンエアフローカパーを取り外します。19ページの「フアンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 
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手順 

A 警告：プラスチック製のシールドがあっても、プロセッサーファンおよび 
ヒートシンクアセンブリは通常の動作中に高温になる場合があります。 
ヒートシンクアセンブリに触れる前には十分に時間をかけ、アセンブリの 
温度が下がっていることを確認してください。 

A 注意：プロセッサーの冷却効果を最大にするため、プロセッサーファンと 
ヒートシンクアセンブリの放熱部分には触れないでください。皮脂が付着 
すると、サーマルグリースの放熱能力が低下する場合があります。 

1プロセッサファンケーブルをシステム基板コネクター （ FANCPU 1) か 
ら外します。15ページの「システム基板のコンポーネント」を参照し 
てください。 

2マイナスドライパを使用して、プロセッサーフアンおよびヒートシン 
クアセンブリをシステム基板に固定する4本の拘束ネジを緩めます。 



1 プロセッサーファンケープル 2 プロセッサーファンおよ;びヒート 

シンクアセンブリ 

3 拘束ネジ （4) 

3プロセッサーフアンとヒートシンクアセンブリを持ち上げながら、コ 
ンピューターから取り出します。 
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プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセ 
ンプリの取リ付け 

手順 

A 注意：プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンブリが正しく位置合 
わせされていない場合、システム基板およびプロセッサーに損傷を与える 
恐れがあリます。 

メモ：元のプロセッサー、およびプロセッサーフアンとヒートシンクアセ 
ンプリを共に再び取り付ける場合は、元のサーマルグリースを使用できま 
す。プロセッサー、またはプロセッサーフアンとヒートシンクアセンブリを 
取り付ける場合は、熱伝導性を確実にするために、キット内のサーマルパッ 
ドを使用します。 

1必要に麻じて、プロセッサーの上面にサーマルグリースを新たに塗布 
します。 

2プロセッサーフアンとヒートシンクアセンブリをプロセッサーに配 
置します。 

3プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンブリの拘束ネジを、シ 
ステム基板のネジ穴に合わせます。 

4プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンブリをシステム基板 
に固定する拘束ネジを締めます。 


5プロセッサフアンケーブルをシステム基板コネクター （ FANCPU 1) に 
接続します。15ページの「システム基板のコンポーネント」を参照し 
てください。 

作業を終えた後に 

1フアンエアフ□一カパーを取り付けます。20ページの「フアンエア 
フ□一カパーの取り付け」を参照してください。 

2コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

311ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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66 I プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンブリ 





プロセッサー 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの.安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

プロセッサーの取リ外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 

3 プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリを取り外します。 
63ページの「プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリの 
取り外し」を参照してください。 


プロセッサー 
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手順 

1リリースレバーを押し下げ、次に反対側に押し上げて、カードクリツ 
プタブから外します。 

2リリースレパーを完全に広げて、プロセッサーカパーを開きます。 



1 カードクリップタブ 2 リリースレパー 

3 プロセッサー 

A 注意：プロセッサーを取リ外す際は、ソケット内側のピンに触れたリ.ピ 
ンの上に物を落とさないようにしてください。 

3 CPU カパーを開き、プロセッサーソケットからプロセッサーをゆつく 
り持ち上げて、取り外します。 


プロセッサーの取リ付け 


手順 

1プロセッサーの底部に触れないように注意しながら、新しいプ□セッ 
サーをパッケージから取り出します。 

A 注意：プロセッサーを損傷しないように.プロセッサーをプロセッサーソ 
ケットに正しく配置してください。 

2ソケット上のリリースレパーが完全に開いていない場合、その位置ま 
で動かします。 

3プロセッサーの位置合わせ用切り込みをソケットの位置合わせタブ 
に向けます。 


68 I プロセッサー 




4 プロセッサーの 1 ピンコーブーとプロセッサーソケットの1ピンコー 
ブーの位置を合わせ、プロセッサーをプロセッサーソケットに配置し 
ます。 


プロセッサーをソケットに軽く置いて、プロセッサーが正しい位置に 
あるか確認します。 

5プロセッサーがソケットに完全に装着されたら、プロセッサーカ 
バーを 閉じます。 

6リリースレ パーを 下向きに回してプロセッサ ーカパーのカー ドク 
U ップタブの下に来るよ〇にします。 

A 注意：プロセッサーカバーの切り込みが位置合わせボストの下にあることを 
^確認してください。 



1 位置合わせポスト 2 プロセッサーピン 1 コ 3 プロセッサー 

-す一 

4 プロセッサ ーカパー 5 プロセッサ ーカパーの6 リリースレ パー 

切り込み 

7カードクリップタブ 
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作業を終えた後に 

1プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリを取り付けます。 
65ページの「プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリの 
取り付け」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「ファンエア 
フローカノ V —の取り付け」を参照してください。 

3コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

411ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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プロセッサー 




コイン型/\ッテリー 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

A 警告：バッテリーが適切に取り付けられていないと .爆発する恐れがあり 
ます。バッテリーを交換する場合は.同一または同等のタイプのバッテリー 
のみと交換します。使用済みのバッテリーは.製造元の指示に従って廃棄 
してください。 


コイン型バッテリーの取り外し 

A 注意：コイン型バッテリーを取り外すと、 BIOS の設定がデフォルト状態 
にリセットされます。コイン型バッテリーを取り外す前の BIOS の設定を 
書き留めておくことをお勧めします。セットアップユーティリティプログ 
ラムを起動する手順については、79ページの「セットアップユーティリ 
ティ」を参照してください。 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 

3 前面べゼルを取り外します。35ページの「前面べゼルの取り外し」を 
参照してください。 


4 ドライブケージを取り外します。39ページの「ドライブケージの取 
り外し」を参照してください。 
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手順 

1バッテリーソケットを確認します。15ページの「システム基板のコ 
ンポーネント」を参照してください。 

2パッテリーリリースレパーを反対側に押して、コイン型パッテリーを 
外します。 



1 パッテリーリリースレパー 2 コイン型バッテリー 

コイン型バッテリーの取リ付け 

手順 

1「+」側を上に向けてバッテリーをソケットに挿入し、所定の位置に力 
チッと収めます。 

作業を終えた後に 

1ドライブケージを取り付けます。41ページの「ドライブケージの取 
り付け」を参照してください。 

2前面べゼルを取り付けます。37ページの「前面べゼルの取り付け」を 
参照してください。 

3フアンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「フアンエア 
フローカノ\'一の取り付け」を参照してください。 

4コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

511ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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6 セットアップユーティリティプログラムを起動し、日時を設定しま 
す。79ページの「セットアップユーティリティの起動」を参照してく 
ださい。 

7コイン型バッテリーを取り外す前に書き留めておいた値で BIOS の設 
定をアップデートします。79ページの「セットアップユーティリ 
ティ」を参照してください。 
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コイン型バッテリー 




システム基板 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

システム基板の取リ外し 

作業を開始する前に 

1コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

2ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 

3 前面べゼルを取り外します。35ページの「前面べゼルの取り外し」を 
参照してください。 

4 ドライプケージを取り外します。39ページの「ドライブケージの取 
り外し」を参照してください。 

5 メモリモジュールを取り外します。21ページの「メモリモジュール 
の取り外し」を参照してください。システム基板を取り付けた後、元 
どおりに戻せるように、各 DIMM ス□ットから取り外したメモリモ 
ジュールを書き留めておきます。 

6必要に麻じて、ミニカードを取り外します。31ページの「ミニカー 
ドの取り外し」を参照してください。 

7 必要に麻じて、 PCI - Express カードを取り外します。27ページの 「 PCI - 
Express カードの取り外し」を参照してください。 

8プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリを取り外します。 
63ページの「プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリの 
取り外し」を参照してください。 

9プロセッサーを取り外します。67ページの「プロセッサーの取り外 
し」を参照してください。 
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手順 

◎ メモ： システム基板には、コンピューターのサービスタグが保存されてい 
ます。システム基板を取り付けた後では、サービスタグを BIOS に入力す 
る必要があります。 

メモ： システム基板からケープルを取り外す前に、各コネクターの位置を 
メモしておき、システム基板アセンブリの取り付け後に正し<元の場所に 
戻せるようにして<ださい。 

1システム基板のコネクターからケープルをすべて外します。 

2システム基板をシャーシに固定しているネジを外します。 

3システム基板を持ち上げて、シャーシから取り出します。 






1 2 


1ネジ （6) 2 システム基板 
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4 取り出したシステム基板と交換用システム基板を比較して、同じもの 
であることを確認します。 

メモ：交換用システム基板上のコンポーネントおよびコネクターの一 
部は、既存のシステム基板上にあるコンポーネントおよ;びコネクター 
とは別の場所にある場合があります。 

メモ：交換用システム基板のジャンパ設定は、出荷時に設定されてい 
ます。 

システム基板の取リ付け 


手順 

1システム基板をシャーシに配置し、コンピューターの背面へスライド 
させます。 

2システム基板をシャーシに固定するネジを取り付けます。 


3システム基板のコネクターから取り外したケーブルを、元通りに配線 
して接続します。 

◎ メモ：システム基板コネクターの詳細については、15ページの「システ 
ム基板のコンポーネント」を参照してください。 

作業を終えた後に 

1プロセッサーを取り付けます。68ページの「プロセッサーの取り付 
け」を参照してください。 

2 前面べゼルを取り付けます。 37 ページの「前面べゼルの取り付け」を 
参照してください。 

3ファンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り付け」を参照してください。 

4プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリの取り付け 
65 ページの「プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリの 
取り付け」を参照してください。 

5必要に麻じて、 PCI - Express カードを取り付けます。29ページの 「 PCI - 
Express カードの取り付け」を参照してください。 

6 必要に麻じて、ミニカードを取り付けます。 33 ページの「ミニカー 
ドの取り付け」を参照してください。 
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7 メモリモジュールを取り付けます。23ページの「メモリモジュール 
の取り付け」を参照してください。 

8ドライブケージを取り付けます。41ページの「ドライブケージの取 
り付け」を参照してください。 

9コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

1011ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 

BIOS にサービスタグを入力する方法 

1コンピューターの電源を入れます。 

2 POST 中に < F 2> を押してセットアップユーティリティを起動します。 

3 メインタブに移動して、 Service Tag Input (サービスタグの入力）フィ 
ールドにサービスタグを入力します。 

■ メモ：サービスタグがない揚合のみ 、 Set Service Input (サービス入力の 
設定）フィールドに手動でサービスタグを入力します。 


I 
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セツトアップユーテイリテイ 


概要 

セットアップユーティリティを使用すると、以下の操作を行ろことがで 

きます。 

• RAM 容量、ハードドライブ容量など、お使いのコンピューターに取 
り付けられたハードウエアに関する情報の取得 

• システム設定情報の変更 

• ユーザーパスワード、取り付けられたハードドライプの種類、基本デ 
パイスの有効または無効など、選択可能オプションの設定または変更 

メモ：セットアップユーティリティを変更する前に、セットアップ画面の 
情報を後で参照できるよろに書き留めておくことをお勧めします。 

セットアップユーティリティの起動 

1コンピューターの電源を入れます（または再起動します)。 

2 POST 中に、 DELL のロゴが表示されたら、 F 2 プロンプトが表示され 
るのを待ち、表示直後に < F 2> を押します。 

◎ メモ： F 2 プロンプトは、キーボードが初期化されたことを示します。 
このプ□ンプトは瞬時に表示されるため、表示されるのを注意して待 
ち、続いて < F 2> を押す必要があります。 F 2 プロンプトが表示される 
前に < F 2> を押した場合、そのキーストロークは無視されます。キーを 
押すタイミングが遅れて、オペレーティングシステムの□ゴが表示さ 
れてしまった:ら 、 Microsoft Windows デスクトップが表示されるま 
でそのまま待機します。その後、コンピューターの電源を落として操作 
をやり直してください。9ページの「コンピューターと接続デバイス 
の電源を切る」を参照してください。 
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セットアップ画面 

セットアップユーティリティ画面は、お使いのコンピューターの現在の 
または変更可能な設定情報を表示します。画面の情報は、 セットアップア 
イテム、 アクティブな ヘルプ画面、 および キー 操作と いう 3 つの領域に 
分かれています。 


Setup Item (セットアップアイテ 

ム）一 このフィールドはセットアッ 
プユーティリティ画面の左側に表示 
されます。このフィールドでは、取 
り付けられた八ードウエア、省電力 
機能、セキュリティ機能などの、コ 
ンピューターの構成を定義する機 
能をスクロール可能なリストで表示 
します。 

上下矢印キーを使用して、リストを 
上下に スクロール します。オプシヨ 
ンを強調表示にすると、 Help Screen 
(ヘルプ画面）にそのオプションにつ 
いての詳細と使用可能な設定が表示 
されます。 


Help Screen ( ヘルプ画面） 一 この 

フィールドはセットアップ画面の右側 
に表示され、 Set 叩 Item (セットアップ 
アイテム）に示されている各オプショ 
ンについての情報が含まれています。こ 
のフィールドでは、お使いのコンピュー 
ターに関する情報を表示したり、現在の 
設定を変更したりできます。 

上下矢印キーを押して、オプションをハ 
イライト表示します。選択をアクティブ 
にするには <Enter> を押し、 Setup Item 
(セットアップアイテム）に戻ります。 

メモ ： Setup Item (セットアップアイ 

テム）に表示されている設定には、変更 
できないちのちあります。 


Key Functions (キー 操作） 一 このフイールドは Help Screen (ヘルプ画面）の 
下に表示され、アクティブなセットアップユーティリティフィールドのキーと 
その機能を一覧表示します。 
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セツトアツプオプション 

■ メモ：お使いのコンピューターおよび取り付けられているデバイスによつ 
ては、この項に一覧表示された項目とは異なる場合があります。 

Main 一 System Information ( メインーシステム情報） 

BIOS Revision BIOS のリビジョン番号を表示します。 

( BIOS のリビジョン） 

BIOS Build Date ビルドの日付を mm / dd / yyyy 形式で表示し 

( BIOS のビルド日付） ます 

System Name (システム名） システム名を表示します 

System Time (システム時刻）時刻を hh : mm : ss 形式で表示します 

System Date (システム日付）現在の日付を mm / dd / yyyy 形式で表示します 

Service Tag (サービスタグ）コンピューターのサービスタグがある揚合 

は、そのサービスタグを表示します 

Service Tag Input サービスタグがない揚合は、サービスタグを 

(サービスタグ入力） 手動で入力するためのフィールドが表示さ 

れます 

Asset Tag (管理タグ） コンピューターの管理タグがある場合は、そ 

の管理タグを表示します 


Main — Processor Information ( メインープロセッサー情報） 

Processor Type (プ□セッ プ□セッサーのタイプを表示します 

サ ーの タイプ） 

Processor ID プ□セッサー ID を表示します 

(プロセッサー ID ) 

Processor Core Count プ□セッサの公称コア数を表示します。 

(プ□セッサーのコア数） 

Processor LI Cache プ□セッサーの L 1 キャッシュサイズを表示 

(プ□セッサー L 1 キャッシュ） します 

Processor L2 Cache プ□セッサーの L 2 キャッシュサイズを表示 

(プロセッサー L 2 キャッシュ） します 

Processor L3 Cache プ□セッサーの L 3 キャッシュサイズを表示 

(プ□セツサー L 3 キャッシュ） します 
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Main — Memory Information ( メインーメモリ情報） 

Memory Installed 搭載されているメモリ容量を MB 単位で表 

(搭載メモリ） 示します 

Memory Running Speed メモリ速度を MHz 単位で表示します 

(メモリ実行速度） 

Memory Technology 搭載されているメモリのタイプを表示します 

(メモリテクノロジー） 


Main — SATA Information ( メインー SATA 情報） 

SATA 1 

Device Type SATA 1 コネクタに取り付けられたデバイス 

(デバイスのタイプ） の種類を表示します。 

Device ID 取り付けられたデバイスのシリアルブン 

(デパイス ID ) バーを表示します。 

Device Size デバイスがハードドライプの揚合に、取り付 

(デバ'イス容量） けられたデバイスの容量を表示します。 

SATA 2 

Device Type SATA 2 コネクタに取り付けられたデバイス 

(デバイスのタイプ） の種類を表示します。 

Device ID 取り付けられたデバイスのシリアルブン 

(デパイス ID ) バーを表示します。 

Device Size デバイスがハードドライプの揚合に、取り付 

(デパイス容 S ) けられたデバイスの容量を表示します。 
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Advanced -CPU Feature ( 詳細設定 一 CPU 機能 ) 


Intel Hyper-Threading 

Technology (Intel ハイパース 
レツデイングテクノロジー） 


Intel(R) SpeedStep 
Technology (Intel ( R ) 
SpeedStep テクノロジー） 


プ□セツサーのインテル • ハイパースレツ 
ディング機能を有効または無効にできます。 

Enabled (有効）また:は Disabled (無効） 
(デフオルトは Enabled (有効)) 

プ□セツサーの Intel SpeedStep 機能を有効 
または無効にできます。 

Enabled (有効）または Disabled (無効） 
(デフオルトは Enabled (有効)) 


Intel(R) Virtualization 
Technoloay 

( Intel 仮想化テクノ□ジー） 


プロセッサーの Intel 仮想化機能を有効また 
は無効にできます 

Enabled (有効）また:は Disabled (無効） 
(デフォルトは Enabled (有効)） 


CPU XD Support プロセッサーの実行防止モードを有効また 

(CPU XD サポート） は無効にできます。 

Enabled (有効）また:は Disabled (無効） 
(デフォルトは Enabled (有効)） 


Limit CPUID Value プロセッサーの標準 CPU ID 機能がサポート 

( CPUID 値の制限） する最大値を制限することができます 

Enabled (有効）また;は Disabled (無効） 
(デフォルトは Disabled (無効)） 


Multi Core Support プロセッサーでコアを1つ、あるいはすべて 

(マルチコアサポート） 有効にするかを指定することができます 

Enabled (有効）また:は Disabled (無効） 
(デフォルトは Enabled (有効)） 

Enabled (有効）-すべてのコア 、 Disabled 

(無効）-1つのコアのみ 


Intel(R) Turbo Boost 
Technology ( Intel ( R ) 夕ーポ 
プーストテクノロジー） 


プロセッサの Intel ターボブーストテクノロ 
ジーを有効または無効にできます 

Enabled (有効）また:は Disabled (無効） 
(デフォルトは Enabled (有効)） 
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Advanced — USB Configuration ( 詳細設定一 USB の設定 ) 


Front USB Ports 

(前面 USB ポート） 


Rear USB Ports 

(背面 USB ポート） 


お使いのコンピューターの前面 USB ポートを 
有効または無効にできます 

Enabled (有効）また;は Disabled (無効） 
(デフォルトは Enabled (有効.)) 

お使いのコンピューターの背面 USB ポートを 
有効または無効にで含ます 

Enabled (有効）または Disabled (無効) 
(デフォルトは Enabled (有効)） 


Advanced — Onboard Device Configuration (詳細設定ーオンボードデバイス 
の設定） 


Onboard Audio Controller オーディオコント□ーラーを有効または無 
(オン t ー ドオーディオコン 効にできます 

トロ _ フ _ ) Enabled (有効）また;は Disabled (無効） 

(デフォルトは Enabled (有効)） 


SATA Mode (SATA モード） 内蔵ハードドライプコント□ーラーの動作 

モードを設定できます 

ATA Mode (ATA モード ）、 AHCI Mode 
(AHCI モード）（デフオルトは AHCI モード） 

注意 ： SATA Mode (SATA モード）を変更す 
ると、オペレーティングシステムが起動しな 
い場合があリます 


Onboard LAN Controller オンボード LAN コント□ーラーを有効また 
(オンボード LAN コント□一 は無効にできます 

フ —） Enabled (有効）まだ;は Disabled (無効） 

(デフォルトは Enabled (有効)） 


Onboard LAN Boot ROM (オンネットワークからコンピューターを起動で 
ボード LAN ブート ROM) きます 


Enabled (有効.)まだ;は Disabled (無効） 
(デフォルトは Disabled (無効)） 
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Boot ( 起動 ) 

Numlock Kev 

(Numlock キー） 

起動時に Num Lock キーの状態を設定でき 
ます 


On (オン）または Off (オフ）（デフォルト 
は On (オン)) 

Kevooard Errors 

(キーボードエラー） 

起動時にキーボード関連のエラーの表示を 
有効または無効にで含ます 


報告する、報告しない（デフォルトは報告す 
る） 

USB Boot Support 

( USB 起動サポート） 

ハードドライプ、オプティカルドライプ 、 USB 
キーなど、大容量ストレージデバイスからの 
起動を有効または無効にできます。 


Enabled (有効)また:は Disabled (無効) 
(デフォルトは Disabled (無効)） 

Boot Mode (起動モード） 

利用可能なデパイスの起動順序を指定します 

1st Boot (最初の起動） 

最初の起動デノ V イスを表示します 

2nd Boot (2 番目の起動） 

2番目の起動デバイスを表示します 

3rd Boot (3 番目の起動） 

3番目の起動デパイスを表示します 

4th Boot (4 番目の起動） 

4番目の起動デパイスを表示します 

5th Boot (5 番目の起動） 

5番目の起動デバイスを表示します 
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Power ( 電源 ) 


Wake Up by Integrated 
LAN/WLAN 

(内蔵 LAN/WLAN による復帰) 
AC Recovery (AC リカバリ） 


Auto Power On 
(自動電源投入） 


Auto Power On Mode 
(自動電源投入モード） 


Auto Power On Date 
(自動電源投入の日付） 


Auto Power On Time 
(自動電源投入の時刻） 


特定 LAN またはワイヤレス LAN 信号によ 
るコンピューターの動作を許可します 

Enabled (有効）また;は Disabled (無効） 
(デフォルトは Disabled (無効)） 

電力障害から復帰した後のコンピューター 
の動作を設定できます 

Power Off (電源オフ）、 Power On (電源才 
ン）、また:は Last Power State (直前の電源 
!|犬態、） 

(デフオルトは Power Off (電源オフ）） 


コンピューターの自動電源投入を有効また 
は無効にできます 

Enabled (有効）まだ;は Disabled (無効) 
(デフオルトは Disabled (無効)） 

コンピューターの自動電源投入を毎日また 
は事前に選択した日付に設定できます。この 
オプションは Auto Power On (自動電源投 
入）モードが Enabled (有効）に設定されて 
いる場合にのみ設定で含ます 

Everyday (毎日）また:は Selected Day (選択 
した日付）（デフオルトでは Selected Day (選 
択した日付)） 

コンピューターの自動電源投入が必要な日 
付を設定できます。このオプションは Auto 
Power On (自動電源投入）モードが Enabled 
(有効）に設定されている場合にのみ設定で 
含ます 

1 〜 31 (デフオルトでは 15) 

コンピューターの自動電源投入が必要な時 
刻を設定できます。このオプションは Auto 
Power On (自動電源投入）モードが Enabled 
(有効）に設定されている場合にのみ設定で 
含ます 

hh:mm:ss (デフオルトでは 12:30:30) 


セットアップユーティリティ 




Security ( セキュリティ機能） 

Supervisor Password スーパーバイザパスワードのステータスを 

(スーパーバイザーパスワード）表示します 


User Password ユーザーパスワードのステータスを表示し 

( ユーザーパスワード） ます 

Set Supervisor Password スーパバイザパスワードを設定、変更、まだ: 

(スーパーバイザーパスワードのは削除できます 

設定） 


User Access Level 

(ユーザーアクセスレベル) 


Set User Password 

(ユーザーパスワードの設定) 


Password Check 
(パスワードの確認) 


ユーザーの アクセスレベルを設定できます。 

No Access (アクセス不可)、 View Only (表 
示のみ）、 Limited (制限付き）また:は Full 
Access (フルアクセス）（デフオルトでは Full 
Access (フルアクセス）） 

• No Access (アクセス不可）： ユーザーの セツ 
トアップオプシヨ ンの 編集を制限します 

• View Only (表示のみ）： ユーザーは セット 
アップオプシヨンを表示のみで含ます 

• Limited (制限付き）：ユーザーは特定のセッ 
トアップオプシヨンを編集できます 

• Full Access (フルアクセス）：スーパバイザ 
パスワードを除くセットアップオプシヨ 
ンをすべて編集できます 

ユーザーパスワードを設定、変更、または削 
除します 

セットアップユーティリティの起動時、まだ; 
はコンピューターの各起動時でのパスワー 
ド認証を有効にできます 

Setup (セットアップ）また:は Always (常に 
行う）（デフオルトは Setup (セツトアップ)） 


Exit ( 終了 ) 


Save Changes and Reset 変更を保存して、セットアップユーティリ 

(変更を保存してリセット） ティを終了できます。 
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Exit ( 終了）（続き） _ 

Discard Changes and Reset 変更を破棄して、セットアップユーティリ 
( 変更を破棄してリセット） ティを終了できます。 

Load Default デフォルト設定に戻すことができます。 

( デフオルト設定を□ー ド） 


Boot Sequence (起動順序） 

この機能を使って、デパイスの起動順序を変更します。 


Boot Options ( 起動オプション ) 

• Diskette Drive (ディスケットドライプ）ーコンピューターはフロッ 

ピードライプからの起動を試みます。オペレーティングシステムがド 
ライブにない場合、コンピューターはエラーメッセージを生成します。 

• Hard Drive ( ハードドライプ）ー コンピューターはプライマリハード 
ディスクドライプからの起動を試みます。オペレーティングシステムが 
ドライブになし\揚合、コンピューターはエラーメッセージを生成します。 

• CD/DVD/CD-RW Drive (CD/DVD/CD-RW ドライプ）ー コンピュー 

ターはオプティカルドライプからの起動を試みます。ドライプにディ 
スクが入っていない、または起動可能ディスクではない場合、コン 
ピューターはエラーメッセージを生成します。 

• USB Storage Device (USB ストレー ジデ バイス） 一 USB ポートにメ 
モリデパイスを挿入して、コンピューターを再起動します。画面の右 
下隅に F12 Boot Options ( F 12 起動オプション）が表示された 
ら、412>を押します。 BIOS がデパイスを認識し、 USB フラッシュ 
オプションを起動メニューに追加します。 

メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能で 
なければなりません。デパイスのマニュアルを参照して、デバイスが 
起動可能であるか確認してください。 

• Network ( ネットワーク）ー コンピューターはネットワークからの起 
動を試みます。オペレーティングシステムがネットワークにない揚 
合、コンピューターはエラーメッセージを生成します。 

メモ：ネットワークから起動するには、セットアップ ユー ティリティ 
で Onboard LAN Boot ROM (オンボード LAN 起動 ROM ) オプ 
ションが有効に設定されていることを確認してください。79ページの 
「セツトアップ ユー テイリテイ」を参照してください。 
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現在の起動用の起動順序の変更 

この機能を使用すれば、現在の起動順序を変更できます。たとえば、 
Drivers and Utilities (ドライバーおよびユーティリティ）ディスクから 
Dell Diagnostics ( Dell 診断)を実行するだ;めに、オプティカルドライブ 
から起動します。次の起動時に前回の起動順序が復元されます。 

1 USB デパイスから起動する揚合は、 USB デパイスを USB ポートに接 
続します。 

2コンピューターの電源を入れます（または再起動します)。 

3画面の右下隅に F2 Setup, F12 Boot Options ( F 2 セツトアツ 

プ、 F 1 2起動オプション）が表示されたら、 < F 12> を押します。 

メモ：キーを押すタイミングが遅れて、オペレーティングシステムの□ゴ 
が表示されてしまったら 、 Microsoft Windows デスクトップが表示される 
までそのまま待機します。コンピューターをシャットダウンして操作をや 
りなおしてくださし、。 

すベての利用可能な起動デパイスを_覧表示しだ ; Boot Device Menu 
(起動デバイスメニュー）が表示されます。 

4 Boot Device Menu (起動デパイスメニュー）で、起動を実行しだ;い 
デバイスを選択します。 

例えば 、 USB メモリキーから起動する場合 、 USB Storage Device (USB 

ストレージデパイス）をハイライト表示して、 < Enter > を押します。 

将来の起動用の起動順序の変更 

1セットアップユーティリティを起動します。79ページの「セットアッ 
プユーティリティの起動」を参照してください。 


2矢印キーを使って Boot (起動）メニューオプションを強調表示にし、 
< Enter > を押してメニューにアクセスします。 

^ メモ：後で元に戻すこともできるよろ、現在の起動順序を書き留めて 
おきます。 

3デバイスのリスト内を移動するには、上下矢印キーを押します。 

4デバイスの起動優先順位を変更するには、プラス （+) またはマイナス 
(-) を押します。 
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忘れたパスワードの取リ消し 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

A 警告： cwios 設定を消去するには、コンピューターの電源コンセントを外 
す必要があ y ます。 

19ページの「作業を開始する前に」の手順に従ってください。 

2コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

3ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 

4システム基板上の3ピンパスワードリセットジャンパ ( PSWDCLR 1) 
の位置を確認します。15ページの「システム基板のコンポーネン 
卜」を参照してください。 

5 2ピンジャンパープラグを2番ピンと3番ピンから外し、1番ピンと 
2番ピンに取り付けます。 



6コンピューターの電源を入れ、パスワードを消去します。 

7 コンピューターの電源を切って、コンピューターおよび接続されてい 
るすべてのデパイスをコンセントから外します。 

81番ピンと2番ピンから2ピンジャンパプラグを外し、2番ピンと3 
番ピンに取り付けてパスワード機能を有効にします。 
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9 ファンエアフローカパーを取り付けます。20ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り付け」を参照してください。 

10コンピューターカパーを取り付けます。18ページの「コンピューター 
カバーの取り付け」を参照してください。 

11コンピューターとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 

CMOS パスワードの消去 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、お使いのコンピューター 
に付属しているガイ ドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお 
使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホー厶ページ dell . com / regulatory_compliance をご覧ください。 

A 警告： CMOS 設定を消去するには、コンピューターの電源コンセントを外 
す必要があリます。 

19ページの「作業を開始する前に」の手順に従ってください。 

2コンピューターカパーを取り外します。17ページの「コンピューター 
カバーの取り外し」を参照してください。 

3ファンエアフローカパーを取り外します。19ページの「ファンエア 
フ□一カパーの取り外し」を参照してください。 

4 前面べゼルを取り外します。35ページの「前面べゼルの取り外し」を 
参照してください。 

5ドライプケージを取り外します。39ページの「ドライブケージの取 
り外し」を参照してください。 

6システム基板上の3ピン CMOS リセットジャンパー ( CMOS 1) の位 
置を確認します。15ページの「システム基板のコンポーネント」を参 
照してください。 

7 2ピンジャンパープラグを2番ピンと3番ピンから外し、1番ピンと 
2番ピンに取り付けます。 
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8 CMOS 設定がクリアされるまで約 5 秒お待ちください。 

9 2ピンジャンパープラグを1番ピンと2番ピンから外し、2番ピンと 
3 番ピンに取り付けます。 


10ドライブケージを取り付けます。 41 ページの「ドライブケージの取 
り付け」を参照してください。 


11前面べゼルを取り付けます。 37 ページの「前面べゼルの取り付け」を 
参照してください。 

12フアンエアフローカバーを取り付けます。20ページの「フアンエア 
フローカノ V —の取り付け」を参照してください。 

13コンピューターカパーを取り付けます。 18 ページの「コンピューター 
カパーの取り付け」を参照してください。 

14コンピューターとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を入れ 
ます。 


15 11 ページの「コンピューター内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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フラッシュ BIOS 

アップデートの利用可能時またはシステム基板の交換時には BIOS のフ 
ラッシュが必要になる場合があります。 BIOS のフラッシュを実行するに 
は、次の手順に従います。 

1コンピューターの電源を入れます。 

2 support.dcll.com/support/downloads に移動します 0 

3お使いのコンピューターに対心した BIOS アップデートファイルを選 
択します。 

_ メモ： コンピューターのサービスタグはコンピューター上部のラベル 
に記載されています。詳細に関しては、コンピューターに同梱されて 
いる『クイックスタートガイド H を参照してください。 

お使いのコンピューターのサービスタグまたはエクスプレスサーピ 
スコードをお持ちの場合、次の手順に従います。 

a Service Tag or Express Service Code (サービスタグやエクスプレ 
スサーピスコード）フィールドに、お使いのコンピューターのサー 
ビスタグまたはエクスプレスサービスコードを入力します。 


b Submit (送信）をクリックし、手順 4 に進みます。 

お使いのコンピューターのサービスタグまたはエクスプレスサーピ 
スコードをお持ちではない場合、次の手順に従います。 

a 次のオプションのいずれかを選択します。 

• サービスタグを自動検出する 
• マイシステムおよびサービスリストから選択する 
• すべてのデル製品のリストから選択する 

b Continue (続行）をクリックし、画面の指示に従います。 

4 選択した項目の一覧が画面に表示されます。 BIOS をクリックします。 

5 Download File (ファイルをダウンロードします）をクリックして、 
最新の BIOS ファイルをダウンロードします。 

6 希望のダウンロード方法を以下から選択してください ウィンドウ 
で、 ブラウザ経由での単独ファイルのダウンロードを クリックし、 

次に 今す ぐ ダウンロー ドす るをクリックします。 
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7 名前を付けて保存 ウィンドウで、お使いのコンピューター上のファ 
イルをダウンロー ドする場所を選択します。 

8 ダウンロード完了 ウィンドウが表示されたら、 閉じる をクリックし 
ます。 


9 BIOS アップデートファイルをダウンロードしたフォルダに移動し 
ます。フォルダにファイルのアイコンが表示され、そのファイルに 
はダウンロードした BIOS アップデートファイルと同じ名前が付い 
ています。 

10 BIOS アップデートファイルのアイコンをダプルクリックし、画面 
に表示される指示に従います。 
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仕様 

デスクトップの機能や高度なオプションの詳細については、 仕様 
( support . dell . com / manuals ) を参照してください。 
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